
▼相馬常吉さん（全国卓球協議会）

　三重県卓球協議会が設立して２年、

当初 76 名から 126 名と倍になった。

大会を毎月開催、合同練習会を２ヶ月

に１回実施している。「楽しめる大会が

あるよ！」と声をかけ、こんなこと、あんなことに

チャレンジを惜しまない実践に取り組みたい。

▼田畑健さん（全国勤労者スキー協議会）

　戦争は、スポーツの自由な発展を押

しとどめる。「スポーツ9条の会」は「ス

ポーツは平和とともに」のもと、憲法

９条改悪ストップの署名運動を行って

きた。ぜひクラブにこの署名を広めて、スポーツ

愛好者から「平和がいい」という意志表明をして

もらいたい。

▼池田文彦さん（福岡県連盟）

　昨年、北九州市で 24 年ぶりに全国

卓球大会を開催し、運営もスムーズに

終了した。北九州市の共催が取れたこ

とで体育館使用料が無料になり、さら

にコンベンション協会から助成金を受けることが

できた。最後、体育館を出る時がほっとした瞬間。

▼藤本貴さん（神奈川県連盟）

　神奈川県連盟は、昨年６月の総会で 4000 名

（15％増）の目標を掲げ、現在 4049 名と 579 人

の組織拡大を実現。卓球、月例マラソ

ンをはじめ各種目とも頑張っている。

今年 4 月からは、20 代の新入職員を

迎える。責任があるががんばりたい。

▼伊波政昇さん（東京都連盟）

　北区連盟では、各種目スポーツ祭典

の表彰を行う「北区ナーレ」という閉会

式典に取り組んでいる。定番のオーク

ションが人気。また、かつて 100 未満

の参加規模だった月例赤羽マラソンは、いま３～

４倍の参加となり、ランナーズ賞も受賞した。後継

者対策が課題だが、今後も盛り上げていきたい。

▼大塚晃司さん（愛知県連盟）

　スポーツ連盟の発展には、安定した

施設確保が欠かせない。財源の裏づけ

のある「スポーツ施設整備基本計画」を。

全国連盟が主導権をもって、スポーツ

関係者の要求を実現するための共同運動を進めて

ほしい。

▼西田重好さん（滋賀県連盟）

　昨年は、国民平和大行進の通し行進

者として東京→広島を歩き、スポーツ

連盟にはお世話になった。日本原水協

への加盟に賛成。将来的には、各都道

府県連盟での加盟を。

　新日本スポーツ連盟第 33 回定期全国総会が

2018 年 3 月 10 ～ 11 日、都内で開催され、

21 都道府県と 12 種目組織から 78 人の代議

員と役員などを合わせて約 110 人が出席しま

した。

　今回、来賓として畑野君枝さん（衆議院議員）、

山口歩子さん（シオヤレクリエーションクラブ）、

伊藤高弘さん（スポーツ連盟顧問）の３名から

の挨拶と、スポーツ庁など 14 団体と個人 7 名

からのメッセージをいただきました。

　議案を提案した石川正三理事長は、「施設確

保が難しい中で、どう打開するか知恵を出し、

仲間の輪を広げたい」と強調。分散会では、「世

代継承」や「誰もが参加できるスポーツ」をテ

ーマに話し合いが行われました。

　「スポーツの楽しみをすべての人に広げよう」

と呼びかけた議案は、全会一致で可決され、2

日間の日程を終了しました。次期役員には、和

食昭夫会長（再）、石川正三理事長（再）、佐藤

信樹事務局長（新）ら 38 名が選出されました。

スポーツの楽しみを
すべての人に広げよう

全国総会 発言ダイジェスト

スポーツ庁からの
メッセージ

新日本スポーツ連盟第33回

発行 新日本スポーツ連盟 〒170-0013 東京都豊島区東池袋 2-39-2 大住ビル 402 TEL：03-3986-5401　FAX：03-3986-5403　http://www.njsf.net

3 16

No.2

　新日本スポーツ連盟第 33 回定期全国大会総

会の開催にあたりまして、御挨拶申し上げます。

　スポーツには、個人の楽しさや喜びだけでな

く、心身の健全な発達や健康、体力の増進、生

活習慣病の予防、これらの結果として健康寿命

の延伸といった様々な効果が期待されています。

　スポーツ庁では、昨年策定された第 2 期スポ

ーツ基本計画に基づき、全ての人々がスポーツ

を「する」「みる」「ささえる」機会を確保するこ

とを目指しており、スポーツを通じた健康増進

や地域・経済の活性化、国際貢献等の施策に取

り組んでいるところです。

　貴連盟におかれましては、長きにわたり市民

スポーツの振興・発展に尽力してこられました。

スポーツの魅力と価値を全ての人々に広げるこ

とを目指す皆様の活動に対し、深く感謝申し上

げます。

　本総会が、スポーツの更なる振興・発展に寄

与することを期待するとともに、皆様のますま

すの御発展、御健勝を祈念し、御挨拶とさせて

いただきます。

　平成 30 年 3 月 10 日 澤川 和宏

※分散会については

　次号のＮＥＷＳに掲載します

来賓挨拶
衆議院議員
畑野君枝さん

　貴連盟が 50 年以上、「スポ

ーツは国民の権利」との理念

を掲げ、その実現に向けて活

動してこられたことに敬意を

表します。

　先日、平昌五輪を視察しま

した。その後、南北対話が始まり、スポーツの

もつ平和の力を感じられました。「スポーツは

平和とともに」のスローガンが、ますます重要

になってきています。憲法 9 条を守るための

「3000 万人署名」がスポーツ分野でも大きく発

展することを期待してやみません。スポーツの

多面的な発展、日本社会の民主的な改革に、共

に力を尽くしましょう。

　私たちのクラブは「障がい

者と健常者が共存し、ともに

生き生きと暮らせる社会をつ

くりだすこと」を目的として、

障がいの有無や種類にかかわ

らず誰もが参加可能なかけっ

こ教室・陸上教室やレクリエーション活動な

どを行っています。2020 年に向けてではなく、

その先もずっと続けられる、誰もがスポーツ

を楽しむことができる環境づくりが非常に重

要と考えています。

　そういう意味でも、長年、スポーツを楽しみ

をすべての人に広げようと活動を続けている

新日本スポーツ連盟の役割に期待すると同時

に、ますますの発展を心より祈念しています。

シオヤレクリエーションクラブ
山口歩子さん

フェイスブック
facebook.com/sportsrenmei

ツイッター
twitter.com/sportsrenmei



▼山本和道さん（和歌山県連盟）

　2016 年に和歌山市スポーツ振興課

と懇談を行い、市民スポーツ広場に障

がい者用のトイレ設置が実現した。全

国連盟が都道府県連盟と連携を取り、

国や自治体との懇談の機会を増やし、スポーツ基

本法を生かした要求運動を広げよう。

▼平石一男さん（神奈川県連盟）

　国民平和大行進で歩いていると、ス

ポーツ連盟の方々から声をかけられ

る。感激したのは、マラソンの旧友が

毎年来てくれること。平和行進がある

からウォーキングクラブに入会したという方もい

た。スポーツは平和とともに、スポーツは文化だ、

平和も文化だ。

▼青沼裕之さん（スポーツ科学研究所）

　研究所は、国や自治体のスポーツ政

策の分析や「人間にとってスポーツと

は何なのか」という問題への追求にチ

ャレンジしている。今後はホームペー

ジを立ち上げ、スポーツ連盟の活動とリンクした

取り組みをしていきたい。

▼神田孝さん（福岡県連盟）

　今年２月、「過去の戦争とスポーツ

の歴史」をテーマにスポーツ講演会を

開催した。いま、日本の状況を考える

と、平和の文字が消えかけている。ス

ポーツは平和の中でこそ。さまざまなスタイルで

「スポーツと戦争は相容れない」という声をあげ

ていこう。

▼植山良和さん（全国サッカー協議会）

　サッカーに未来はあるのか。日本で

は、サッカーを楽しむ余裕のない元気

を失った若者が増えてきた。組織拡大

が叫ばれているが、これからは良いグ

ラウンドの確保、審判技術の向上を重視し、サッ

カー協を充実させることにエネルギーを注ぎたい。

▼近藤彰さん（愛知県連盟）

　スポーツ活動と政治活動を分ける。

署名活動、平和活動は別の団体を作っ

てやればよい。スポーツ基本法をもと

に、全国のスポーツマン誰しも思うよ

うな署名活動をやっていくのがよいのでは。この

総会には共産党から来賓が来ているが、純粋なス

ポーツ団体にすれば自民党も来る。そうして組織

が発展していくと思う。

▼鈴木義弘さん（全国卓球協議会）

　津市に新設された「サオリーナ」と

いう体育館は、床が真っ白でボールが

見づらいなど欠陥が多く、あちこちか

ら苦情が出ている。津市と三重県の議

員に相談している。スポーツ科学研究所には、施

設が足りないことへの具体的な打開策を考えてほ

しい。岐阜に卓球協議会を作りたい。リレーマラ

ソンの運営マニュアルがあるので活用してほしい。

▼菊池剛輔さん（宮城県連盟）

　今年 10 月の全国交流ウォーキング

は宮城の松島海岸、希望者を募って被

災地視察も予定している。震災から 7

年、いろいろな問題が出ているが、被

災地を訪れる人も減っている。この機会に是非、

東北のお土産を買い、食事をして、教訓を実感し

てもらえたらと思っている。

▼太田正洋さん（京都府連盟）

　京都では昨年８月に第１回バスケ

祭典を開催し、25 チームが集まったが、

地元の参加がごくわずかだった。次回

は地元チームを集めたい。今後、バス

ケの全国組織確立の展望は？　また、バスケ全国

大会への補てんをしなくても済むような手立ては

ないのか。

▼吉越悦子さん（全国ウォーキング協議会）

　スポーツ科学研究所の協力を得て、

「歩く権利」の本の翻訳と勉強会の開

催が実現した。ウォーキング大国・イ

ギリスでは、「歩く権利」について法廷

で争われることもしばしば。今後も、ウォーキン

グ協議会は、研究所とともに歩んでいきたい。

▼佐藤静雄さん（岩手県連盟）

　「東北発 広げよう スポーツの輪」

をスローガンに、第 32 回全国スポー

ツ祭典が東北ブロック主管で開催さ

れる。今回、「東日本大震災支援」とい

う文言は使っていないが、ぜひ東北に来て、現状

を見てほしい。宮城・岩手の２県で力を合わせて

成功に導きたいので協力をお願いしたい。

▼金子泰夫（千葉県連盟）

　スポーツ基本法の具体化を問いた

だすことを目的に、千葉県・市との交

渉を始めて今年で 5 回目。スポーツ予

算増額を要請する署名（400～500 筆）

を届けている。信号機の設置、駐車場の改善など

実現したものもあり、今後も粘り強く続けたい。

▼関戸弘充さん（大阪府連盟）

　大阪では、情報発信、特にホームペ

ージやＳＮＳに力を入れている。フェ

イスブックに写真を載せて、会員に見

てもらうことが、組織拡大につながる。

府連盟の会員は、２年前より 10％アップ。インタ

ーネット活用法については、広報局が教えてくれ

る。仲間を増やして、楽しい団体にしていきたい。

全国総会 発言ダイジェスト つづき

▼会長

和食昭夫（74）理事会

▼副会長

北川 登  （70）全国卓球協議会

福島邦夫 （60）理事会

▼理事長

石川正三（66）全国スキー協議会

▼副理事長

青沼裕之（59）理事会

神田孝　（67）福岡県連盟

小林章子（66）東京都連盟

長井健治（37）理事会

萩原純一（68）東京都連盟

宮内泰明（41）東京都連盟

渡辺紀雄（67）大阪府連盟

▼事務局長

佐藤信樹（41）理事会

▼理事

青木謙一（63）全国卓球協議会

穴原康子（59）東京都連盟

太田正洋（42）京都府連盟

大淵康寛（49）福岡県連盟

岡本清　（69）愛知県連盟

小川洋　（56）全国ｽｷｰ協議会

置田康典（49）全国テニス協会

柿崎勝　（39）宮城県連盟

桂由美子（56）全国テニス協会

聞間至　（67）東京都連盟

小山歩　（41）全国野球協議会

渋谷敏久（66）滋賀県連盟

菅原利幸（57）全国卓球協議会

関戸弘充（46）大阪府連盟

園川峰紀（67）千葉県連盟

富内佳男（68）徳島県連盟

中塚久子（48）兵庫県連盟

根岸清和（49）全国ﾗﾝﾆﾝｸﾞｾﾝﾀｰ

橋本圭司（46）全国サッカー協議会

福島宏子（51）理事会

前川由香（47）北海道連盟

藪並郁子（50）理事会

吉成克実（59）神奈川県連盟

脇村元夫（64）理事会

▼監事

天川有美（56）理事会

金子泰夫（73）理事会
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来賓挨拶
顧問
伊藤高弘さん

　1965 年 11 月 の

創立から 53 年日の

春。ま さ に「100 年

へ 3 歩踏み出す、芽

吹き時」であり、桃、

梅と今は寒桜、河津

桜が咲いています。アメリカの画家の作品

（1938 年）で「サンデーフットボール」という

絵があります。板塀の節穴から二人の失業者

らしい男が、何やら覗き込んでいます。1929

年の世界恐慌から 10 年、入場料が払えず、華

やかなプレイを中で観戦できない情景です。

明暗―光と陰―、非日常時空間と日常生活空間。

スポーツをプレイしたり、観戦するために欠

かせない「貧困克服」の問題を鑑賞者につきつ

けています。今の日本に引き寄せて言えば、社

会保障の充実で健康で文化的な生活を。

　平昌五輪で小平選手が「よくやったね」と李

相花選手に優しく声をかけると李選手が肩を

寄せた場面。国境を超えた友情と連帯は、凍っ

た政治風土を溶かし、世界を拡げるための平

和が決定的な条件。世界に誇る憲法 9 条を守り、

健康で文化的な生活を実現するために、3000

万署名など諸団体と共同して取り組んでくだ

さるようお願いします。

第 33 回定期全国総会に
メッセージをいただきました！

スポーツ庁、学校体育研究同志会、

原水爆禁止日本協議会、子どもの権

利・教育・文化 全国センター、全

国生活と健康を守る会連合会、全国

保険医団体連合会、全国労働組合総

連合、全日本民主医療機関連合会、

日本医療福祉生活協同組合連合会、

日本国家公務員労働組合連合会、日

本自治体労働組合総連合、日本中国

友好協会、日本民主青年同盟中央委

員会、第 64 回日本母親大会実行委

員会、森川貞夫（市民スポーツ＆文

化研究所代表）、尾崎吉彦（新日本ス

ポーツ連盟顧問）、高巣博文（元「ス

ポーツのひろば」編集長）、永井博（新

日本スポーツ連盟顧問）、長尾正二

（新日本スポーツ連盟顧問）、深野一

郎（元日本勤労者山岳連盟会長）、野

口信彦（新日本スポーツ連盟顧問）

　（敬称略）


